
 

 
 

社会貢献イベント 朗読会「ことばの力を楽しむ会」広島公演を開催しました 
 
 伊藤忠エネクス株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：岡田賢二）は、9 月 28 日、

社会貢献イベントである朗読会「ことばの力を楽しむ会」をゲバントホール（広島県広島市）に

おいて開催いたしました。（主催：伊藤忠エネクス株式会社 後援：広島市、広島市教育委員会、

広島県教育委員会、公益財団法人広島市文化財団、公益財団法人ひろしま文化振興財団） 
 
 「ことばの力を楽しむ会」は東日本大震災の被災地の方々の生きる力を応援することを目的に

2014 年から開始しました。震災を忘れないという思いと、あらゆる世代のことばの感性を育てた

いという願いとともに全国で継続して開催しています（当開催で 10 回目。2013 年度：青森県八

戸市、2014 年度：宮城県仙台市、2015 年度：東京都中央区、2016 年度：石川県金沢市と東京都

中央区、2017 年度：福岡県福岡市と東京都千代田区、2018 年度：北海道札幌市、東京都中央区、

2019 年度広島市）。今回は 273 名のお客様にご観覧頂きました。 
 
 今回のテーマは「語りつぎたいものがたり」。出演は第 1 回目からご出演の山根基世さん、第 2
回目からご出演の進藤晶子さんの朗読をはじめ、今年 1 月のことばの力を楽しむ会にもご出演し

たアメリカ人 アーサー・ビナードさん（詩人・広島県在住）をゲストとしてお招きし、アーサ

ーさんにはご自身の短編作と最新作の紙芝居を披露していただきました。原爆のお話、親子の絆

のお話など、全部で 6 つの作品を朗読。あわせてクラリネット、アコーディオン、タンバリンの

演奏でこころをつなぐ読み語りを演出いたしました。 
※ 開催概要（朗読作品、出演者プロフィール等）につきましては、別紙のプログラムをご参照

ください。 
 
 会場では被災者支援のための任意募金へのご協力を呼び掛け、73,445 円が集まりました。この

募金は後日すべて「東日本大震災ふくしまこども寄附金（福島県）」、「西日本集中豪雨被災者支援

（NPO 法人ジャパンプラットフォーム）」「台風 15 号被災者支援（NPO 法人ジャパンプラットフ

ォーム）」に按分し寄附させていただきます。ご協力いただいた皆様どうも有り難うございました。 
 
 当社は今後も「ことばの力を楽しむ会」等の社会貢献イベントを通じて、活力ある未来を築く

次世代に豊かな心を育くみ、地域の創生に貢献してまいります。 
 
「ことばの力を楽しむ会」次回は 2020 年 1 月 25 日（土）王子ホールでの開催を予定しています。

観覧者募集のご案内は詳細決定次第当社ホームページに掲載させて頂きます。 
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第 10 回目となることばの力を楽しむ会       山根基世さん朗読２作品「狐」 

                                  「あたし、うそついちゃった」 

         
進藤晶子さん朗読 2 作品「なきすぎてはいけない」  アーサー・ビナードさんが 7 年かけて制作した 

「ビロードのうさぎ」    紙芝居「ちっちゃいこえ」 絵は「原爆の図」 

             物から見た原爆を静かに描く自著の短編集「さがし 

             ています」も朗読 

         
  （左）山根元世さん（中）アーサー・ビナードさん  音楽：タンバリン   田島 隆さん、 

  （右）進藤晶子さん                   アコーディオン 原田 忠さん 

                              クラリネット  瀬戸 信行さん 

           

  満席となりました                 復興支援の募金へのご協力ありがとうございました 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 
伊藤忠エネクス株式会社 社会貢献・総務課 TEL 03-4233-8015 



山根基世

「 あたし 、う そついちゃった」

進藤晶子「 なきすぎてはいけない」

アーサー・ ビナード「 おはよう  おは

よう  おはようございます」 ほか

（ 休憩15分）

アーサー・ ビナード  

「 ちっちゃいこえ」

進藤晶子「 ビロード のうさぎ」

山根基世「 狐」

終演　 15:30（ 予定）

プログラム　 開場13:00／開演13:30 出演者

朗読作品紹介

第1部 45分（ 13:30～14:15） 第2部 60分（ 14:30～15:30）

瀬戸信行
（ ク ラ リ ネット ）

1 9 7 4 年、広島県福山市生ま

れ。1 9 9 5 年より 大阪の「 ちん

ど ん通信社」 でク ラリ ネット を

独習し 、1 9 9 9 年に楽隊「 フ レ

イレフ・ ジャンボリ ー」 を 結成。

全国各地で 演奏する 。海外の

ミ ュ ージ シャンと の共演も 重

ね、2 0 0 7 年頃よりソ ロ活動を

展開。楽曲提供のほか、演劇、

影絵、アート ・ ア ニ メ ーショ ン

と のコ ラ ボレ ーショ ンも 行う 。

2 0 1 4 年より 尾道市に拠点を

移し 、現在も 様々な 音楽家と

共演、「 ジャンル無用のよろず

ク ラ リ ネット 吹き 」 と し て活動

する。

原田 忠
（ アコ ーディ オン）

19 7 9 年生まれ、広島市出身・

在住。1 4 歳から 作曲のため楽

理を 独習、1 9 歳で アコ ーディ

オン を 弾き 始め上京。自身の

ユ ニッ ト やサポート 、録 音等

の経 験を 経て 2 0 1 3 年、ソ ロ

アルバム「 te rra c e にて」 をリ

リ ース。ヨ ーロッ パや南米の音

楽を 中心に様々なグループと

セッ ショ ン、録音、作曲など で

活動している。

田島 隆
（ タ ンバリ ン）

幼少より 鍵盤楽器、管楽器、弦

楽器、打楽器を 習得。な かで

も タ ンバリ ンの魅力に惹かれ、

独自の奏法を 生み出す。タ ン

ブレッ ロ（ イタ リ ア）、カンジー

ラ（ インド ）、レ ク（ エジ プト ）、

など 世界のタ ンバリ ン を 演奏

する 一方、オリ ジ ナルの楽 器

製作に取り 組み、ギタ ーと タ ン

バリ ン が合体し た「 ギタ ンバリ

ン 」 、ド ラ ムセット の音色でリ

ズムやメ ロ ディ を 奏でる「 タ ジ

バリ ン」 など を 開発。「 日本で

唯一のタ ンバリ ン 専門の演奏

家」 と し て 各地で 精力的に 活

動している。

進藤晶子
（ 元TB S アナウン サー）

1 9 9 4 年T B S 入社。「 筑紫哲

也N e w s 2 3 」「 ニュースの森」

な ど を 担 当する 。2 0 0 1 年3

月T B S 退社。1 年弱のニ ュ ー

ヨ ーク 滞在を 経てフ リ ーと な

る 。そ の後、司会、執 筆、朗読

の 他、各界 のト ッ プ ラ ン ナー

数百人に取材する な どイン タ

ビュ アーとしても 活躍。10 年3

月慶應義塾大学大学院メ ディ

アデ ザイ ン 研究科・ 修士課程

修了。15 年3 月「 山根基世の朗

読指導者養成講座」（ 主催： 文

字・ 活字文化推進機構）第一期

修了。以降、同講座でアシスタ

ント 講師を 務める 。1 6 年オー

チャ ード ホールに て「 映像の

世紀コ ン サート 」 ナレ ーショ ン

を 担当。1 8 年サント リ ーホー

ルで 朗読コ ン サート を 初プ ロ

デュースする。

山根基世
（ 元N H K アナウン サー）

19 4 8 年、山口県生まれ。  7 1

年、早稲田大学文学部卒。同

年、N H K 入局。報道、美術、旅

番 組な ど 多数の 番 組、N H K

スペシャ ル「 人体」「 映像の世

紀」 等、大型シリ ーズのナレ ー

ショ ン を 担当。2 0 0 5 年、女性

と し て 初のア ナウン ス 室長。  

0 7 年、N H K 退職。0 0 年、放

送文化基金賞受賞。15 年度よ

り 、公益社団法人文字・ 活字文

化推進機構にて「 山根基世の

朗読指導者養成講座」 開講。

『 山根基世の朗読読本』『 ここ

ろ の声を「 聴く 力」 』 他、著書

多数。FM  TOK Y O「 感じ て、

漢字の世界」 毎週土曜日JFN

全 国3 8 局ネット で 放 送中。

T B S 日曜劇場「 半沢直樹」 ナ

レ ーショ ン 担当。

アーサー・ ビナード
（ 詩人）

1 9 6 7 年、アメ リ カ・ ミ シ ガン

州生ま れ。ニュ ーヨ ーク 州の

コ ルゲート 大学で 英文学を 学

び、卒業と 同時に来日、日本語

で の詩作を 始める 。第一詩集

『 釣り 上げ ては』 で 中原中也

賞、『 日本語ぽこ り ぽこ り 』 で

講談社エッ セイ 賞、『 こ こ が家

だ ── ベン・ シャ ーン の第五

福竜丸』 で日本絵本賞、『 左右

の安全』 で 山本健吉文学賞、

『 さ がし て いま す』 で 講談社

出版文化賞絵本賞を 受賞。ま

た、2 0 1 7 年には早稲田大学

坪内逍遙大賞奨励賞を 受賞。

エッ セイ集に『 アーサーの言の

葉食堂』 、絵本に『 ド ームがた

り 』 、翻訳絵本に『 な ずず こ

のっ ぺ？』 ほか多数。文化放送

「 アーサー・ ビ ナード  午後の

三枚おろし 」 にも 出演。
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2019年

9月28日土
13:30～15:30（ 開場13:00）

ゲバント ホール

「 あたし 、う そついちゃった」
（ 作： ローラ・ ランキン　 訳： せな あいこ 　 出版社： 評論社）

少女ルースは、ある日、学校の校庭で小さ なカ メ ラ を 見つけます。大喜びで写真を 撮って

遊びま すが、それはク ラ スメ ート のも のだと 分かり まし た。し かし 、気に入ったあまり 思

わず「 カ メ ラ は自分のも の」 と う そを ついてし まいます。後悔し たも のの本当のこ と が言

い出せず、心苦し く なっていく ルース。果たして・ ・ ・

「 なきすぎてはいけない」
（ 作： 内田 麟太郎　 絵： たかす かずみ　 出版社： 岩崎書店）

祖父から 孫へ、別れと 、命のつながり を 伝える、こ ころ のメッ セージ。誰し も 避けら れない

死の別離。し かし 同時に、命は綿々と 受け受け継がれていく も のであるこ と を、あたたか

い絵と 、やさ し く 語り かける言葉で綴り ます。

「 おはよう  おはよう  おはようございます」 ほか『 さ がしています』 より
（ 作： アーサー・ ビナード 　 写真： 岡倉禎志　 出版社： 童心社）

「 おはよう 」「 いただき ます」「 あそぼ」 …そんなあり ふれた言葉が交わさ れたかけがえの

ない暮らし が、原爆によって、一瞬で失われた。その一部始終を 見つめていたも のたちが、

写真を 通して、私たちに静かに語り かけます。

「 ちっちゃいこえ」
（ 脚本： アーサー・ ビナード 　 絵： 丸木 俊・ 丸木 位里「 原爆の図」 より 　 出版社： 童心社）

詩人アーサー・ ビナード が、丸木 俊・ 丸木 位里 夫妻の描いた「 原爆の図」 から 着想し 制

作し た紙芝居。「 原爆の図」 に描かれた生きも のの絵を、選び、切り と り 、反転さ せ、色を

変えながら 再構成。さ ら に、脚本を 書いては朗読し 、また書き なおし …と 、7 年を かけ創

り 上げた物語です。

「 ビロード のうさぎ」
（ 作： マージェリィ・ W・ ビ アンコ 　 絵・ 訳： 酒井 駒子　 出版社： ブロンズ新社）

クリ スマスプレ ゼント と し てやって来た、ビ ロード のう さ ぎのぬいぐる み。男の子と 遊ん

だり 、毎晩寝たり 、汚れまみれになり ながら 幸せな日々を 過ごし ます。し かし ある日、病

気になった男の子を 心配し た大人たち が、衛生的によく ないから と 捨ててし まいます。

突然、焼かれる運命と なったビ ロード のう さ ぎ。し かし その時、奇跡が起こり ます。

「 狐」
（ 作： 新美 南吉　 絵： 長野 ヒ デ子　 出版社： 偕成社）

夜祭り に半里の道を 歩く 子ども たち。一人の下駄の大きさ が合わず下駄屋に寄ると 、客の

老女に「 晩に新し い下駄を下ろすと 狐がつく 」 と 言われます。迷信だと やり 過ごし ますが、

祭り が終わった帰り 道、皆があの下駄屋の言葉を 思い出し ます。ぎく し ゃく し た雰囲気の

なか、自分に狐がついたかもし れないと 不安になった男の子。もし 本当にき つねになって

し まったら どう なる？と お母さ んに今日あったこ と を打ち明けるのでし た。すると…。
主催：

後援：  広島市　 広島市教育委員会　 広島県教育委員会　 公益財団法人広島市文化財団　 公益財団法人ひろしま文化振興財団



元NHKアナウンサー 松平定知さん

ジャズサッ クス奏者 坂田明さん

森のおとぎ会 八戸で9 0 年以上続いて

いる 朗読会「 森のおと ぎ

会」。大正時代に起きた大

火から の復興で大人は子

ども の相手をし てやれな

かったが、こ れではいけな

いと、寺の境内で朗読会を

開く ようになった。こ の「 森

のおとぎ会」に通う 小学生

が、八戸で代々語り 継がれ

る昔コ（ 昔話）を、南部の方

言で披露しました。

にんぎょう げきやさん

2 0 1 7 年から は、小説や

エッ セイ の「 こと ばの力を

楽し む会」も スタ ート し ま

し た 。初回はゲスト に 元

N H Kアナウンサーの松平

定知さ んをお迎えし 、藤沢

周平の代表作「 蝉しぐ れ」

を朗読頂きました。

石川県で絵本の朗読や人

形劇に取り 組む「 にんぎょ

う げきやさ ん」こと 鳥毛こ

ずえさ ん。幻想的な 影絵

を、地元の子どもたちの詩

の朗読、音楽家の演奏とと

もに披露しました。

絵本作家よし ながこう たく さ んを

ゲスト に迎え、ライブペインティ ン

グのワークショップを実施。頭に載

せているのは、こう たく さ んの“ 相

棒”、自作の被り も のです。大迫力

の朗読「 給食番長」に子ども たちは

大盛り 上がりでした。音楽で楽しま

せてく れたのはギタリスト pepe伊

藤さ んの演奏です。ナレータ ー野

口ジュンさ んと一緒に奏でた、字の

ない絵本「 ぞう のボタ ン」のユニー

ク な“ 音楽朗読”に、笑いが絶えな

い朗読会となりました。

当代随一のジャ ズサッ ク

ス奏者、坂田明さ んをゲス

ト に迎えた2 0 1 8 年の東

京公演。朗読を する のは

初めてと いう 坂田さ んの

素朴で味わい深い声、そし

て 、山根基世さ んの朗読

と サックスの競演「 赤と ん

ぼ」での静かで激しい即興

演奏が心の奥深く に届く

朗読会となりました。

開催直前に北海道胆振東部地震

が発生し 、こ んな時こ そ「 こと ばの

力」を！と 開催し た札幌公演に多く

のお客様にお集まり頂きました。ゲ

スト に迎えたのはアイヌルーツを

持つ歌手の酒井美直さ ん。朗読で

はアイヌ神謡を 披露、山根基世さ

んと のト ークでは、アイヌ文化や踊

り を 紹介。伝統を 大切にし ながら

も、ルーツにとらわれず一人の人と

し て生きること の大切さ を 語り ま

した。

読み語り 塾「 やまがっこう」

詩人 和合亮一さん

語り 部 紺野雅子さん

図書館で 毎週、絵本の読

み語り をし て いる「 やま

がっこう 」代表の鵜飼信好

さ ん。文字が「 る」以外ほと

んど出てこ ない『 るるるる

る 』、「 ん」以外はまったく

出てこ ない『 んんんんん』

を、表現豊かに読み会場を

沸かせました。

東京に避難し ている福島県の方々に思いを

込め、代表作である詩「 決意」や『 木にたずね

よ 』を朗読。さらに東北の鎮魂と 再生を祈る

創作神楽のパフォーマンスを演じました。

2 0 1 9 年1 月の東京公演では、広島市在住の詩人

アーサー・ビナード さ んが、中原中也賞を受賞した

『 釣り 上げては』などの作品を 朗読。母国語では

なく 日本語だったからこ そ父の死を表現できたこ

となど、創作のエピソード が語られました。

子ども たちから「 雅子バッ パ」と 慕われる福島県二本

松市の語り 部、紺野雅子さ ん。1 0 0 人以上のお年寄

りから口述で伝え聞いた昔話を、東京に避難している

こどもたちに思いを込めて語りました。

会場内に東日本大震災ふく しまこども 寄附金、その他復興支援のための募金箱を設置しご協力を呼びかけ、集まった募金をすべて寄附しています

小説・エッセイ の朗読会では音楽家・飯田俊明さ ん

作曲によるオリジナル楽曲が、様々な作品の世界

を彩っています。

2014年

仙台

2016年

東京

2014年

八戸

2017年
東京

2016年

金沢

2018年

東京

次
世
代
育
成
と
地
域
へ
の
貢
献

こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ

読
み
語
り

絵本作家 よしながこうたくさん

歌手 酒井美直さん

詩人 アーサー・ビナード さん

ピアノ  飯田俊明さん チェ ロ  冨田千晴さん ヴァイオリン  高木 弾さん

2017年

福岡

2018年

札幌

2019年

東京

「 こと ばの力を楽し む会」では毎回、こと ばの表現者と 音楽

アーティスト たちをゲスト にお招きしています。


